
国土交通省

公共工事等における
新技術活用システム

新技術活用システムは、民間

により開発された新技術を、公

共工事において積極的に活用し

ていくためのシステムです。

NETIS※を中核とする新技術

の情報と、直轄工事等での適用

および効果の検証･評価などの

流れを体系化したものです。

※新技術情報提供システム
New Technology Information System 



開発者

施工者

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

Ｑ２ 開発技術を活用してもらうにはどうすればいいの？（回答はP3）

Ｑ１ 新技術を活用すると良いことがあるの? （回答はP7）

Ｑ４ NETISに登録したらどんな良いことがあるの？ （回答はP6）

Ｑ３ NETISへの登録ってお金がかかるの？ （回答はP5）

Ｑ２ 自社開発技術をＮＥＴＩＳに登録し、施工現場で使いたい

（回答はP8 開発者向けＱ１～Ｑ４も参考にしてください）

Ｑ３ 現場に適した新技術を探すにはどうすればいいの？（回答はP9）

Ｑ４ 新技術活用には時間やお金がかかるの？ （回答はP11）

Ｑ１ NETISへの登録申請はどうすればいいの？ （回答はP2）

Ｑ２ 設計条件に適した新技術を探すにはどうすればいいの？

（回答はP13）

Ｑ１ 設計業務に新技術の活用検討は必要なの？（回答はP12）
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①NETISホームページにアクセスしてください。

②申請に必要な以下の様式をダウンロードしてください。
・様式１：登録申請書
・様式２：技術概要説明資料（資料作成は専用の「新技術情報入力システム」より

行ってください。「新技術情報入力システム」 は、NETISのウェブサ
イトにアクセスしダウンロードし、入手してください。）

・様式３：技術詳細説明資料
・様式４：比較表

その他の登録までに必要な様式は、各地方整備局等で用意している場合があります。
必ず申請しようとしている地方整備局等の申請・相談窓口に確認してください。
（申請・相談窓口一覧は、Ｐ１5をご覧ください。申請・相談窓口のホームページ

にも申請に関する情報を掲載しておりますのでご確認ください。）
申請に必要な各様式はNETISホームページ※の「新技術の申請方法」ページにて
ダウンロードできます。
また、｢NETISとは｣ のページで申請手続きの詳細がわかる「申請マニュアル」が
ダウンロードできます。（詳しくはＰ１4を参照ください。）

③申請書類を作成してください。
・上記資料、及び記載内容が確認できる技術資料を用意してください。

・登録・掲載したい新技術のカタログ、試験成績等の資料があればご用意ください。

④ヒアリング予約をしてください。
・登録申請しようとしている地方整備局等の申請・相談窓口に事前連絡をした上で

作成した書類を提出し、登録申請してください。
・申請書類を提出する際に申請受付（ヒアリング）の予約をしてください。

⑤申請・相談窓口でヒアリングを受けてください。
・作成していただいた必要書類、新技術のカタログ、試験成績等に基づいて、申

請・相談窓口のヒアリングを受けてください。

⑥登録に必要な追加書類を提出していただく場合があります。
・ヒアリングの際に、追加書類を求められた場合は提出してください。
・必要な書類が全て整えば申請が受理されNETISへの登録を行います。

（注1）地方整備局により手続きに若干の違いがあります。
登録申請について不明な点がありましたら、地方整備局等の申請・相談窓口

（Ｐ１５）へお問い合わせください。

（注2）登録申請は、原則として当該技術開発者の所在地の地域にある技術事務所等
に置く相談窓口（申請窓口）にて受付します。

（注3）実施規約に同意の上、申請してください。

Ｑ１ NETISへの登録申請はどうすればいいの?開 発 者
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※NETISホームページのＵＲＬ
http://www.netis.mlit.go.jp/



Ｑ２ 開発技術を活用してもらうには

どうすればいいの？
・国土交通省では、民間事業者等により開発された有用な新技術を

公共工事等において積極的に活用していくことをめざしています。
新技術を開発された場合は、まずNETISに登録することをおすすめ
します。

NETISに登録されると、登録申請された新技術の情報がNETIS（申請情
報）※1としてNETISに掲載されます。
発注者（コンサルタント含む）や施工者は、NETIS登録技術から現場条
件に適した新技術を探して活用を検討します。
NETIS登録された新技術の活用方法には5つの型式※2があり、活用時に
は効果等の調査を行います。
活用時の調査に基づき、民間有識者と地方整備局等職員で構成する新技
術活用評価会議により事後評価※3が行われます。
事後評価により有用な新技術※4に位置づけられると、施工者に活用に対
するインセンティブが付与※5されたり、コンサルタントの設計業務にお
いて活用検討が規定※6されたりします。

・試しに使ってもらって、事後評価を受けたいという方は、５つの活用
型式のうち「試行申請型」で活用申請することをおすすめします。

試行申請型で活用申請すると、新技術活用評価会議は直轄工事等におけ
る試行調査の妥当性等を確認する事前審査※7を行います。
妥当性等が確認された申請技術については、地方整備局等の発注担当事
務所および施工者に対し試行調査現場の照会を行います。
試行調査現場照会は最長で5年間続けます。※８

試行申請型で活用された場合は、その活用時の調査に基づき事後評価が
行われます。

開 発 者
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※１：NETISには、NETIS（申請情報）とNETIS（評価情報）があり、NETIS（申請情報）の内容については
NETIS申請者が責を負うこととなっています。

※２：国土交通省の新技術活用システムには、発注者指定型、施工者希望型、試行申請型、フィールド提供型、テー
マ設定型（技術公募）の５つの活用型式があります。詳しくは本パンフレットP４またはNETISホームページ
をご覧ください。

※３：事後評価には、試行実証評価と活用効果評価があります。試行実証評価は、活用時の調査結果と申請情報との
比較を行うなど直轄工事等における技術の成立性等について申請情報の妥当性を確認するものです。
活用効果評価は、従来技術を比較対象にした活用時の調査結果等に基づき当該技術特性を総合的に評価するも
のです。
試行申請型とフィールド提供型、テーマ設定型（技術公募）で活用した場合は活用ごとに試行実証評価と活用
効果評価を実施します。
発注者指定型と施工者希望型で活用した場合は調査件数が5件になった時点で最初の活用効果評価を行うこと
としています。
詳しくはNETISホームページをご覧ください。

※４：有用な新技術については、本パンフレットＰ10またはNETISホームページをご覧ください。
※５：施工者へのインセンティブについては、本パンフレットＰ７またはNETISホームページをご覧ください。
※６：設計業務における新技術活用検討の規定は、本パンフレットＰ１２またはNETISホームページをご覧ください。
※７：事前審査の結果は、NETIS（評価情報）に掲載されます。
※８：試行調査を希望する技術の受け入れ可能な現場があり、申請者がその現場を試行調査のフィールドとして選定

した時点で、試行調査現場照会は終了となります。
※９：費用の負担については、本パンフレットP6またはNETISホームページをご覧ください。

（注）NETISへの掲載期限については、地方整備局等の申請・相談窓口（Ｐ１５）にまで
お問い合わせください。
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受注者が入札
契約後に新技術
活用を提案申請

事前審査 （フィールド提供型の場合は技術選定含む）

技術開発者が
活用申請

【試行申請型】

申請情報等に基づく技術の成立性、活用の妥当性の確認

新技術活用評価会議

試行調査計画

事 後 評 価

現場で活用、試行調査及び活用効果調査

{ 新技術活用評価会議 }

(発注事務所)

発注者が活用計画

NETIS 登録 【NETIS（申請情報）】

整備局が具体フィー
ルドを想定して求める
技術要件を明確にした
上で技術提案を募集

【ﾌｨｰﾙﾄﾞ提供型】

(発注事務所)

入札参加者が多様な
入札契約方式等の手続き
の中で新技術活用を提案

試行現場の選定

工 事 発 注

【施工者希望型】 【発注者指定型】

技術提案の審査

技術審査会等

施工方法等の
技術提案の評価

総合評価落札方式

入札参加者が新技術を
提案活用申請

落札者決定・契約

{新技術活用評価会議} 【NETIS（評価情報）】

工事発注

現場で活用、活用効果調査

技術指定 技術指定

技術公募

技術指定

入札契約手続き
活用申請

技術選定
受注者が自社の
受注工事等に
おける新技術
活用等を申請

発注者が
確認又は承諾

（技術提案）

NETIS登録から活用までのプロセス

●試行申請型 ： 事後評価がされていないNETIS登録技術が対象ですが、かし発生時の修補が困難な
技術は対象となりません。申請者の活用申請に基づき、発注者の指定による活用
または、請負契約締結後における施工者の提案により活用する型式です。

●フィールド提供型：地方整備局等が具体の現場ニーズを提示して技術を公募し、提示条件を満足する
技術の中から優れた技術を選び活用する型式です。

●テーマ設定型： 現場ニーズ、行政ニーズ等により設定されたテーマに基づき、地方整備局等が技術を
公募し、直轄工事等のフィールドにおいて確認が必要と認められたNETIS登録技術を
対象に、工事等の発注に際し発注者が新技術を指定し、活用する型式です。

●施工者希望型： 直轄工事等の受注者が、入札契約手続きや契約締結後の施工計画の中で活用を提案し
活用する型式です。

●発注者指定型： 現場ニーズや行政ニーズなどから必要とされる新技術を、発注者が指定して活用する
型式です。

（注）活用型式について（詳しくはNETISホームページをご覧ください。）

整備局が現場ニーズ、
行政ニーズ等により
設定されたテーマに
基づき新技術を募集

技術指定

技術選定

※テーマ設定型（技術公募）は
必要に応じて実施

※テーマ設定型（技術公募）は
必要に応じて実施

技術公募

ﾃｰﾏ設定型
（技術公募）

【 】

（技術公募）



Ｑ３ NETISへの登録ってお金がかかるの?

・NETISへの登録に申請手数料は不要です。申請に必要な書類作成費用や
受付窓口への通信費等は申請者ご自身の負担となります。

・発注者指定型、試行申請型、フィールド提供型およびテーマ設定型（技術
公募）の事前審査にあたり、次の場合に係る費用は申請者ご自身の負担と
なります。

申請時にいただく情報資料以外に技術情報等が必要となった場合の追加資料の
作成費および提出に係る費用

新技術活用評価会議がヒアリング等を実施する場合の申請者および申請者側の
出席者に係る日当・交通費等の諸費用

新技術活用評価会議が専門家の意見を求めることとした場合の専門家への意見
聴取に係る費用

・試行申請型（発注者指定の場合）およびテーマ設定型（技術公募）での
活用にあたり、必要な費用のうち従来技術を用いた場合の標準積算額を
超える分については、試行調査にかかる費用と見なし、申請者ご自身の
負担となります。

・試行申請型、フィールド提供型およびテーマ設定型（技術公募）の活用
にあたり、試行調査に係る費用は申請者ご自身の負担となります。

開 発 者

- ５-

活用等の型式

事前審査

追加情報の請求、ヒ
アリング等の実施、
専門家への意見聴取
ほか

試行調査
専門家委員会の開
催・試験の実施費
用

試行申請型
NETIS
申請者

NETIS
申請者

NETIS
申請者

発注者指定型
NETIS
申請者

－ －

フィールド提供型
NETIS
申請者

NETIS
申請者

NETIS
申請者

テーマ設定型
（技術公募）

NETIS
申請者

NETIS
申請者

NETIS
申請者

新技術活用の型式と費用負担

注）上表は負担の原則を示したものです。
技術募集時に、別途費用負担の条件等について定める場合もあります。



・NETIS(評価情報）に掲載され、
技術のPRにつながります｡

・技術の評価により､技術改善の
ヒントが得られます｡

・評価の結果、活用の効果が優れて
いた技術は、有用な新技術(活用
促進技術等)に指定されます｡

・有用な新技術は、 NETISホーム
ページで公表される上、施工者希
望型での活用により工事成績評
定へ加点されるなど、現場での普
及がより一層促進されます。

・事後評価を行うための調査を実施
します。

・活用検討機会が増え施工条件等に
適合する現場で技術が採用され、活
用につながります。

・NETIS(申請情報）に掲載され、技
術のPRにつながります。

Ｑ４ NETISに登録したらどんな良いことが

あるの?

開 発 者

・NETISに登録すると、活用検討機会の増加、新技術活用
時に効果等を調査、事後評価で技術改善のヒントが得ら
れるため、技術のスパイラルアップにつながります。

NETIS登録

ＳＴＥＰ１

新技術･新工法の採用

ＳＴＥＰ２

現場での活用

ＳＴＥＰ３

事 後 評 価

ＳＴＥＰ４

優れた技術の選定
さらなる普及促進
技術の改良

技術のスパイラル
アップ！

ＳＴＥＰ５

- ６-



Ｑ１ 新技術を活用すると良いことがあるの？

・試行申請型（請負契約締結後提案の場合）及び施工者希望型により

施工者が新技術の活用を提案し、実際に工事で活用された場合は、

活用の効果に応じて工事成績評定での加点の対象となります。

総合評価方式での加点
配点は、提案を行った地方整備局等によって異なりますので、詳細については地方整備局等

の申請・相談窓口（Ｐ１５）までお問い合わせください。

施工者

- ７ -

よって、実加点は ３×４０％＝最大１．２点 となります。

※2 「有用とされる技術」とは、「公共工事等における新技術活用システム」実施要領で定める「推
奨技術、準推奨技術、設計比較対象技術、活用促進技術、少実績優良技術」をいう。

※3 「相当程度」とは、大幅な工期短縮や飛躍的な施工の効率化が図られた技術など、工事推進
に対して大きな効果をもたらしたものとする。
「一定程度」とは、従来技術と比較して効果が認められる技術であっても、活用した工事全体
としては影響が小さいもの、例えば使用する材料のみの技術等は一定程度とする。

補足 ①複数の技術の評価にあたっては、活用した技術数に応じ複数の評価項目を選択することが可能
（ただし最大加点数は３点）

②複数の技術が同一の評価項目に該当した場合、該当技術数に対し各項目の加点点数を掛け合わ

せたものを評価の点数とする（ただし最大加点数は３点）

施
工
者
か
ら
の
新
技
術
の
活
用
提
案

※平成２５年４月現在

活用の効果が相当程度※3

活用の効果が一定程度※3

活用の効果が従来技術と同程度

活用の効果が相当程度※3

活用の効果が一定程度※3

活用の効果が従来技術と同程度

視点① 視点②

3

2

1

2+1※1

1+1※1

0+1※1

事後評価未実施と実施済
で評価を分ける。

※1「有用とされる技術※2」を用い
た場合は+1点

配点

事後評価未実施技術の活用

事後評価実施済技術の活用

活用したことによる効果を評価する。

工事成績評定への加点
主任技術評価官で最大３点の加算



Ｑ２ 自社開発技術をＮＥＴＩＳに登録し、

施工現場で使いたい！

施工者希望型で提案

受 理

現場で施工

活用効果調査

事後評価

※任意は設計変更なし
指定は原則設計変更あり

工事成績評定の

加点対象

工事成績評定の

加点対象

・試行申請型（請負契約締結後提案の場合）もしくは施工者希望型

での活用ができます。（詳しくは本パンフレットP４またはNETISホーム

ページをご覧ください。）

試行申請型（請負契約締結後提案の場合）の活用では、まずNETIS登録と

同じ窓口に試行申請書を提出し事前審査を受けて活用現場の照会がされる

のを待ちます。現場照会は活用されるまで５年間は継続されるので、受注

現場において発注者に試行申請型での活用を提案してください。

施工者希望型の活用は、受注者が入札契約手続きで技術提案し活用するも

のと契約締結後の施工計画の中で活用提案し活用する２つの方式がありま

す。設計図書に規定がない受注者の任意の選択に任された範囲での活用で

あれば設計変更の対象にはなりません。なお、入札契約手続きで技術提案

を行う場合は技術提案の活用が契約事項となります。

施工者

工事成績評定だけでなく、総合評価方式での入札に
おいて、事後評価で有用な新技術と位置づけられた
技術の活用を提案をした場合は、評価の対象となり
ます。
（評価方法、配点等については提案を行った地方整備局等によって

異なりますのでご注意ください。）

- ８ -

新技術の活用を提案すると、工事成績評定の加点の
対象となります。
（詳細はＰ７をご覧ください。)

試行申請型で活用申請

受 理



Ｑ３ 現場に適した新技術を探すには

どうすればいいの？

・NETISから新技術情報を入手してください。

NETIS（申請情報）では、NETIS申請者からの申請データを検索できます。

NETIS（評価情報）では、事前審査や事後評価(試行実証評価､活用効果評

価)の結果を検索できます。事後評価結果から、活用した現場での効果の状

況や活用に当たっての留意点などを参照できます。

施工者
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※NETISホームページのＵＲＬ http://www.netis.mlit.go.jp/

工種別検索／条件検索／キーワード検索（申請情報および評価情報）
有用な新技術の検索

項目ごとのページが設けられています。

NETISのトップページ

NETIS（申請情報） とNETIS（評価情報）の性格の違いに十分注意してください。



有用な新技術をどんどん活用検討して下さい！！

(有用な新技術は従来技術に比べて優位性の高い技術です。)
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※NETISホームページのＵＲＬ http://www.netis.mlit.go.jp/

・推奨技術 … 画期的な技術

・準推奨技術 … 画期的な技術ではあるが、さらなる
発展を期待する技術

・活用促進技術 … 特定の性能が、著しく優れている技術

・設計比較対象技術 … 優位性が高く安定性が確認されている
技術

・少実績優良技術 … 優位性は高いが、実績の少ない技術

NETISのトップページ

・平成○年度新技術活用状況等について～平成○年度推

奨技術等の選定結果について～（平成26年○月○日）

・「△△技術の新技術公募」の技術選考結果について（平成

26年○月○日）

・「××技術の新技術募集」（平成26年○月○日）

・実施規約に基づき、1件の技術についてNETIS掲載を中止

します。 2014.○○.○○

・○月○日(金)にデータメンテナンスを予定しています。一時、

閲覧ができない時間帯がございます。ご了承ください。
2014.○○.○○

・公開NETISのデータ（○月分）を更新しました。

2014.○○.○○

・有用な新技術一覧を更新しました。2014.○○.○○



Ｑ４ 新技術活用には時間やお金がかかるの？

・事前審査および専門家委員会等が行われることとなった場合、

事前審査等にかかる費用は負担していただきます。（下表を参照ください。）

・具体の金額は技術の内容によって異なります。

・試行申請型での活用については、開発者のページをご覧ください。

・施工者希望型で活用する場合は、現場での活用にかかる費用は原則と

してすべて施工者の負担となりますが、請負契約締結後の技術提案で、

設計図書等で定められた事項にかかるものである場合は、発注者は設計

変更を行います。

施工者
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活用等の型 施工費の負担

事前審査

追加情報の請求、
ヒアリング等の
実施、専門家へ
の意見聴取ほか

専門家委員
会の開催・
試験の実施
費用

施工者
希望型

総合評価方式における技術提
案の場合

標準積算額の超過分
は施工者の負担とし、
設計変更は行わない

２）

（施工者） 施工者

請負契約締結後提案の場合
(指定施工：契約後ＶＥ）

３）

契約後VEの規定に準
拠

施工者 施工者

請負契約締結後提案の場合
(指定施工：契約後ＶＥ以外)

施工者から提案され
た新技術で設計変更
を行い、発注者の全
額負担

施工者 施工者

任意施工：監督職員承諾のみ
標準積算額の超過分
は施工者の負担とし、
設計変更は行わない

施工者 施工者

１）上表は負担の原則を示したものです。

２）入札時ＶＥ時の事前審査に必要となる費用負担は入札時ＶＥ委員会が判断しますが、基本的には施工者に負担して
いただきます。

３）契約後ＶＥ提案により請負額を変更する場合、当初の請負代金額が低減すると見込まれる額の１０分の５に相当する
金額（ＶＥ管理費）を削減しません。

施工者希望型における費用負担一覧表



Ｑ１ 設計業務に新技術の活用検討は
必要なの？

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

・設計業務を受注したら、NETIS等を利用して工事の主たる部分において

有用な新技術・新工法を積極的に活用するための検討を行ってください。

(設計業務等共通仕様書 第1209条 設計業務の条件 第１２項 に記載されています。)

・NETISで新技術情報を入手してください。

NETISでは、工種別や条件別などで絞り込み検索を行うことができます。

NETIS（申請情報）から、NETIS申請者からの申請データを検索できます。

NETIS（評価情報）から、事前審査や事後評価の結果を検索できます。

（NETIS上での検索方法については、施工者のページ（P９）をご覧ください。）

・活用検討にあたり、NETIS申請者に対して現場条件によるコスト調査を

行い、最終確認しましょう。
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【参考】（設計業務等共通仕様書抜粋）
第1209条
12．受注者は、概略設計又は予備設計における比較案の提案、もしくは、概略設計における比
較案を予備設計において評価、検討する場合には、新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）等を
利用し、有用な新技術・新工法を積極的に活用、及び、新技術活用システム検討会議におい
て一般化したと定めた新技術・新工法を活用するための検討を行うものとする。

また、受注者は、詳細設計における工法等の選定においては、新技術情報提供システム

（ＮＥＴＩＳ）等を利用し、有用な新技術・新工法を積極的に活用、及び、新技術活用システム検
討会議において一般化したと定めた新技術・新工法を活用するための検討を行い、調査職員
と協議のうえ、採用する工法等を決定した後に設計を行うものとする。

工種で検索 条件で検索



Ｑ２ 設計条件に適した新技術を探すには
どうすればいいの？

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

・NETIS（申請情報）は、NETIS申請者からの申請データです。

・ NETIS（評価情報）は、評価会議で審議した事前審査や実際に現場で

活用した結果を元にした事後評価の結果が掲載されています。

設計等においてNETIS登録技術を用いる際には、NETIS（申請情報）とNETIS
（評価情報）の性格の違いに十分注意してください。
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評価情報申請情報
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｢NETISとは｣画面

｢NETIS申請方法｣画面

NETIS ホームページの紹介

実施要領の
ダウンロード

各運用マニュアル
のダウンロード

評価情報の申請様
式等のダウンロード

登録申請に必要な
様式等のダウンロード
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